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研究分野：循環器疾患の疫学 
科研費の分科・細目：社会医学・公衆衛生学・健康科学 
キーワード：保健栄養、循環器疾患、動脈硬化、性差、n-3 系長鎖多価不飽和脂肪酸 
 
１． 研究計画の概要 

国際共同栄養疫学研究 INTERMAP で
採取済みの、日本人とハワイ州米国人の
血液サンプルを用いて、食餌性 n-3 系多
価 不 飽 和 脂 肪 酸 (PUFA) と 血 液 中
n-3PUFA との関連、さらにはこれらと
コレステロール等血清脂質との関連を
検討する。動脈効果性疾患は、女性より
男性で罹患率、死亡率は高く、これには
性ホルモンを介した、食餌性脂肪酸の代
謝の差違が関与している可能性があり、
これら食餌性脂肪酸、血液中脂肪酸、血
清脂質との関連における性差について
も検討する。また、これらの予備研究と
して、INTERMAP 研究の血液サンプル
を用いた血清脂質のNMR分析結果に及
ぼす生活習慣因子の検討、INTERMAP
研究実施のために独自に開発した食品
成分表を用いて、日本人における脂肪酸
摂取の特徴を検討、これを NIPPON 
DATA 研究へ応用、また、食餌性脂肪酸
の変更による血清脂肪酸、脂質への効果
を、青壮年男女を対象とした介入研究で
検討している。 

 
２．研究の進捗状況 
  INTERMAP の血液サンプルを用いて
NMR 分析を行い、小粒子 LDL コレステロー
ル濃度に関連する生活習慣因子を検討した
ところ、ハワイ在住であること、高齢である
こと、肥満であること、長鎖 n-3PUFA 摂取
量が少ないこと、植物性タンパク質の摂取量
が少ないことが、小粒子 LDL コレステロー
ル濃度が高いことと関連した。LDL コレステ
ロールの中でも動脈硬化と特に関連が強い
と考えられている小粒子 LDL コレステロー

ルと、食餌性因子としては、長鎖 n-3PUFA
と植物性タンパク質が関連することが示さ
れた。我が国では、全国規模の栄養調査とし
て、国民健康栄養調査が半世紀以上にわたり
行われているが、脂肪酸摂取についての記述
は十分にされていない。INTERMAP 研究実
施のために作成した食品成分表は、すべての
食品について脂肪酸組成を付している。この
成分表と INTERMAP研究の栄養調査データ
を用いて、日本人における食品群ごとの脂肪
酸組成を明らかにした。これにより、量・頻
度法など、詳細でない栄養調査でも脂肪酸摂
取量を計算することができ、脂質栄養研究に
役立てることができる。青壮年男女を対象と
した血清脂質改善のための保健指導介入研
究では、女性の対象者で、肥満の有無にかか
わららず、体重変化なしに、食餌性脂質の改
善で LDL コレステロール値が低下すること
が示され、男女で食餌性脂質の変化に対する
LDL コレステロール値の変化に差違がある
可能性が示された。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
(理由)本研究に用いる血液サンプルを米国ハ
ワイで保存している JD Curb 教授の所属組
織（ハワイ）の改編に伴い、実際に脂肪酸測
定を管理するピッツバーグ大学（関川教授）
への検体送付が遅れた。このため、脂肪酸測
定とデータを用いた解析が遅れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
脂肪酸測定の準備が整い、2011 年 5 月中には
測定データが届く予定である。この後、ただ
ちに食餌性脂肪酸摂取と、血液中脂肪酸蘇生
の関連に着手し、この後、さらに血清脂質（コ
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レステロール値他）との関連、性差について
の検討に着手する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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